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ソ
」
挨

　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員

　
私
は
こ
の
た
び
、
十
月
一
日
付
で

教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
「
な

か
さ
と
」
の
紙
上
を
借
り
ま
し
て
一

言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
戦
後
日
本
は
民
主
々
義
国
家
と
し

て
新
し
く
出
発
し
、
教
育
の
場
も
六

・
三
・
三
制
が
施
か
れ
、
今
年
で
満

二
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
六
・

三
・
三
制
は
こ
の
へ
ん
で
再
検
討
が

必
要
だ
と
い
う
意
見
が
現
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
「
教
育
の
水
準
引
上
げ
」
と
そ
れ

に
よ
る
『
国
民
資
質
の
向
上
」
い
わ

ゆ
る
「
教
育
改
革
」
の
こ
と
が
さ
か

ん
に
叫
れ
ぱ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
そ
れ
は
決
し
て
簡
単
な
間
題
で

な
く
今
後
の
私
達
の
課
題
か
と
思
い

ま
す
。

吉拶
楽

寛
　
一

［　幸い
中
里
村
の
生
徒
の
学
力
は
山

村
へ
き
地
に
も
か
か
わ
ら
す
全
国
平

均
に
劣
ら
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
生
徒
の
学
力
向
上
及
び
一

般
社
会
教
育
の
発
展
に
対
し
資
任
を

に
な
う
も
の
は
、
ひ
と
り
教
育
委
員

を
や
　
　
　
　
オ
の
　
　
に
　
ら
れ

票
霧
薙
蒲
露

翻
も
お
そ
ら
く
な
り
建
な
い
と

思
い
ま
す
。
と
も
に
憂
い
、
と
も
に

行
動
し
て
本
村
教
育
水
準
向
上
を
は

か
り
た
い
も
の
で
あ
る
と
念
願
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
ぷ
　
　
は
　
　
　
の
と
お
り
ヤ
い

嚢
漿
魏
誕
羅

一
る
の
で
す
が
・
先
誓
の
護

難灘難
◎
産
声
鶏
の
野
唖

上
原
　
剛
利
信

冨
井
　
勉
清
高

滝
沢
る
み
子
重
男

　
ホ
お
テ
　
　

鎌
砂
信
行
照
蔵

｛　新
郎
広
瀬

　
新
婦
大
嶋

重重田市上如部
　　　之　 来
地地代越山寺落

選
壕
馴

｛
翻

｛
顯

｛
翻

◎
昇
天

　
氏
名

広
田
重
政

小
林
　
、
ン
メ

樋
口
洋
平

鈴
木
陸
平 浅

香
　
岩
夫
（
二
二
）
東
京
都

山
田
テ
ル
子
（
バ
）
土
倉

小
林
　
正
辛
（
二
八
）
横
浜
市

中
沢
　
ス
ミ
（
二
七
）
上
　
山

滝
沢
三
一
郎
（
四
二
）
田
　
代

岡
田
　
ミ
ヱ
（
一
一
ε
）
十
日
町

南
雲
ウ
メ
ノ

年
令

　
（
六
九
）

　
（
八
三
）

　
（
八
四
）

・
ハ
五
九
）

　
（
山
ハ
一
一
）

掘下通田山部
之　 り
内山山中崎落

び
各
位
の
御
指
導
と
御
鞭
縫
を
賜
っ

て
、
本
村
教
．
甫
向
上
の
た
め
、
微
力

な
が
ら
・
も
努
力
い
た
し
た
い
の
で
、

よ
ろ
し
く
御
援
助
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
て
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
一
咋
年
九
月
の
二
十
四

田代橋が完成
号
台
風
で
流
失
し
た
田
代

僑
が
、
こ
の
ほ
ど
二
年
ぶ

り
に
り
っ
ぱ
に
完
成
し
ま

し
た
。
こ
の
橋
は
、
田
代

部
落
か
ら
津
南
町
所
平
部

落
方
面
に
通
す
る
主
要
村

道
中
深
見
十
六
号
線
の
釜

川
に
架
る
橋
で
、
こ
れ
ま

下
．
釜
川
の
氾
濫
で
再
々
被

害
を
う
け
、
対
岸
の
田
所
小
学
校
に

通
学
す
る
田
代
の
子
供
た
ち
は
橋
が

流
れ
て
し
ま
っ
て
全
員
休
校
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
永
年
の
念
願
が

か
な
っ
て
こ
の
た
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
、
巾
昌
四
麿
、
橋
長
三
十
九
・

四
麿
の
永
久
橋
が
完
成
し
、
子
ど
も

た
ち
も
安
心
し
て
通
学
で
き
る
し
、

地
域
の
産
業
に
も
、
ま
た
名
勝
七
ッ

釜
、
小
松
原
な
ど
観
光
の
面
に
も
役

立
ち
、
地
元
民
は
大
喜
び
で
す
。

　
な
お
、
工
事
は
長
岡
市
渡
長
建
設

一
が
請
負
、
総
事
業
費
は
千
七
百
三
十

一

万
四
千
円
。

　
【
写
真
は
り
っ
ぱ
に
完
成
し
た
田
代

橋
】　

段
丘
地
試
験
田

　
刈
取
り
お
わ
る

　
県
が
村
に
委
託
し
た
開
拓
パ
イ
ロ

ッ
ト
試
験
田
（
一
診
）
は
、
市
之
越
、

部
落
の
人
た
ち
の
熱
心
な
栽
培
管
理

に
よ
り
、
重
い
稲
穂
を
垂
れ
、
関
係

者
か
ら
「
い
っ
た
い
開
拍
初
年
度
で

ど
れ
ぐ
ら
い
の
収
量
が
あ
ら
ん
だ
や

ら
…
…
」
と
注
目
を
あ
つ
め
て
い
ま

し
た
が
、
先
月
二
十
九
臼
と
今
月
十

二
日
の
二
日
に
わ
た
っ
て
秋
晴
れ
の

好
天
の
も
と
刈
取
り
脱
穀
（
生
脱
）

調
整
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
普
及
所

の
技
術
陣
や
、
部
落
の
人
た
ち
の
目

勘
定
で
は
反
当
り
六
俵
は
固
い
と
大

喜
び
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
条
件
が

よ
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
で
来
年
度

か
ら
開
田
さ
れ
る
而
之
越
、
上
山
の

台
地
に
強
い
自
信
が
も
た
れ
た
よ
う

で
す
。

　
な
お
九
月
二
十
九
日
に
は
、
農
機

具
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
刈
取
り
機
械
の

展
示
会
が
行
な
わ
れ
、
最
新
式
の
コ

ン
パ
イ
ン
や
バ
イ
ン
ダ
ー
の
実
演
に

㌦
曙

集
っ
た
農
家
の
人
達
は
、
機
械
力
の

　
　
さ
に
ヨ
を
う
ぱ
わ
れ
て
ヨ
こ
れ

葱
は
カ
マ
で
刈
．
て
い
莞
じ
ゃ

訓
ダ
メ
だ
の
、
デ
ッ
ケ
田
に
し
て
機
械

を
入
れ
t
い
ノ
シ
」
と
話
し
あ
っ
て

。
い
ま
し
た
．

　
な
お
、
試
験
田
の
栽
培
試
験
は
来

年
度
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ロ
　
ド
ぬ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

2
、
会
場
田
沢
小
学
校
体
育
里

　
　
へ
　
　
　
ナ
ヨ
ゆ
あ
フ
ォ
ヨ
ク
ダ

ン
ス
協
会
宮
沢
忠
男
先
生
豊

　
▽
経
済
時
局
講
演
会

　
1
、
期
日
　
1
1
月
4
日
午
後
－
時
～
，

　
　
3
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

．
2
、
会
場
田
沢
小
学
校
家
庭
室

　
3
、
講
師
　
N
H
K
国
際
局
長

　
　
館
野
守
男
先
生

　
▽
村
民
俳
句
大
会

　
1
、
期
日
　
n
月
氾
日
午
前
1
0
時
5

　
　
4
時

　
2
、
会
場
　
中
里
村
公
民
舘

　
3
、
兼
題
　
当
季
雑
詠
、
一
人
三
句
、

　
　
投
句
〆
切
り
1
1
月
5
目
ま
で
、

　
　
中
里
村
公
民
舘
あ
て
、
住
所
、
学

　
　
校
名
、
氏
名
ま
た
は
号
明
記
の
こ

　
　
と

　
4
、
表
彰
　
兼
題
、
高
点
句
に
は
記

　
　
【
写
真
は
試
験
田
の
刈
取
風
景
】

行
事
の
お
し

ら
せ
〃

　
公
民
舘
で
は
、
例
年
の
よ
う
な
文

化
祭
行
事
を
変
更
し
て
、
十
一
月
三

日
文
化
の
日
を
中
心
に
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
　
　
ヤ
　
だ
　
　
　
　
　
ヤ
　

講
輪
難
灘

　
漢
催
で
開
く
こ
詫
ま
し
眈
．

一
村
民
の
み
な
さ
ん
　
多
数
の
参
刀
を

お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
大
会

．
1
、
期
日
　
n
月
3
日
夜
7
時
～
9

念
品
を
呈
し
ま
す
。

な
か
さ
と
文
芸

　
ー
十
月
投
句
1

一一
虫
の
婁
は
享
の
来
る
報
蔽

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

陽
の
鬼
灯
老
母
を
旅
に
立
た
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由

稲
刈
の
朝
路
急
が
す
野
花
揺
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春

鼻
な
め
る
舌
の
長
さ
よ
秋
の
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

山
積
み
の
走
る
稲
穂
に
月
登
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑

　
最
高
の
ド
ラ
イ
ブ
連
れ
や
供
米
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
江

　
揚
げ
羽
蝶
カ
ン
ナ
の
朱
に
溺
れ
と
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

　
獅
子
舞
や
稲
扱
く
庭
で
物
あ
た
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

　
野
に
還
る
足
跡
な
り
き
刈
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

　
夕
焼
け
の
浅
間
の
こ
し
て
湯
宿
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

　
歳
月
が
友
見
失
う
稲
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

　
明
日
の
事
き
め
か
ね
幾
つ
栗
を
む
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
チ

　
栗
飯
に
菜
も
添
え
な
ご
む
タ
飼
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

　
秋
灯
の
八
百
屋
に
子
等
と
買
い
あ
さ

一
る
　
　
　
　
　
時
習

　
人
声
は
し
て
も
出
会
わ
ぬ
茸
狩
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

　
　
丹
精
は
空
し
か
ら
ざ
る
稲
の
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
松

　
　
松
虫
の
鳴
け
る
を
テ
レ
ビ
と
め
て
聴
・

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
シ

　
　
あ
ざ
や
か
に
稲
刈
る
鎌
に
タ
映
え
る

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

　
　
稲
重
し
路
傍
に
休
む
月
明
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潤
　
一

　
　
晩
稲
刈
る
娘
の
手
に
い
た
く
時
雨
ふ

記柳、
、
、

る
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

湧
き
あ
が
る
籾
か
き
老
父
が
藁
除
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
雷

尋
ね
来
て
茸
に
物
云
う
日
和
か
な
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第
三
回
定
例
村
議
会

籍
縮
醍
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
五
回

　
第
三
回
定
例
村
議
会
は
、
去
る
九

月
二
十
八
日
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日

の
日
程
で
一
般
会
計
、
特
別
会
計
補

正
予
算
、
教
胃
委
員
、
固
定
資
産
評

価
委
員
の
選
任
、
請
願
陳
情
な
ど
を

慎
重
に
審
議
し
、
午
後
三
時
過
ぎ
散

会
し
た
。
付
議
さ
れ
た
主
な
事
件
の

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

◇
補
正
予
算
関
係

　
ま
す
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

本
年
度
第
三
回
目
七
十
三
万
六
千

円
．
第
四
回
目
二
百
六
十
四
方
六
千

円
、
の
追
加
に
つ
い
て
、
村
長
の
専

選
任

補
正
予
算
千
五
百
万
円

決
処
分
に
つ
い
て
議
会
の
承
認
を
求

め
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
ど
お

り
議
決
さ
れ
た
が
、
こ
の
主
な
内
容

は
、
農
林
水
産
業
費
に
県
単
亭
業
関

係
で
、
牧
畑
索
道
組
合
十
五
万
八
千

円
、
田
沢
た
ぱ
こ
育
苗
組
合
十
九

万
三
千
円
、
清
津
峡
地
区
肥
膏
牛
組

合
二
十
二
万
円
、
木
炭
生
産
改
良
組

合
、
十
六
万
五
千
円
、
芋
川
地
区
農

道
整
備
事
業
二
百
万
五
千
円
、
山
村

振
興
林
道
事
業
関
係
で
四
十
一
万
円

国
土
調
査
関
係
で
十
七
万
四
千
円
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
第
五
回
目
の
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
　
当
臼
上
提
さ
れ
た
が
、

総
額
千
五
百
五
万
七
千
円
の
追
加
で

こ
の
主
な
内
容
は
、
▽
総
務
費
百
三

十
六
万
七
千
円
（
庁
用
器
具
な
ど
十

七
万
五
千
円
、
自
動
単
車
庫
一
棟
増

築
工
事
費
七
†
三
万
円
、
徴
税
費
十

五
万
六
千
円
、
選
挙
費
二
十
三
万
四

千
円
ほ
か
）
。
▽
民
生
費
十
六
万
円

（
村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
三
万

一
午
円
、
倉
俣
保
育
所
工
事
費
八
万

三
千
円
ほ
か
）
。
▽
保
健
衛
生
費
二

百
二
十
七
万
四
千
円
（
診
療
車
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
一
台
購
入
百
五
十
万
円
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
五
十
五

万
八
千
円
、
成
人
病
検
診
九
万
円
ほ

，
か
）
。
▽
農
林
水
産
業
費
百
二
＋
三

万
九
千
円
（
え
の
き
だ
け
栽
培
技
術

講
習
、
ト
マ
ト
栽
培
組
合
、
た
ぱ
こ

乾
燥
室
建
設
、
ホ
ヅ
ブ
栽
培
組
合
、
倉

俣
農
協
倉
庫
、
農
業
後
継
者
受
講
費

補
助
総
計
四
十
一
万
七
千
円
、
十
日

町
家
畜
診
療
所
負
担
金
．
家
畜
診
療

所
開
設
負
担
金
五
十
二
万
八
千
円
、
』

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
．
事
業
受
入
体
制
整

備
技
術
者
養
成
補
助
四
万
八
千
円
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
購
入
費
補
助
十
一
万
二

千
円
ほ
か
）
。
▽
商
工
費
十
万
円
（
商

工
会
補
助
）
、
▽
土
木
費
六
百
六
十

三
万
九
千
円
（
除
雪
車
借
上
料
三
十

万
円
、
主
要
村
道
修
繕
二
十
万
円
、

道
路
新
設
改
良
工
事
桔
．
梗
原
山
手
線

九
十
万
円
、
土
倉
、
倉
下
線
四
百
三

十
四
万
三
千
円
、
同
線
用
地
二
十
三

万
六
千
円
、
桂
橋
設
計
変
更
追
加
分

五
十
五
万
円
ほ
か
）
。
▽
消
防
費
十

八
万
五
千
円
（
保
安
帽
子
十
六
万
円

ほ
か
）
。
▽
教
育
費
二
百
六
十
五
万
三

千
円
（
郡
而
学
校
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
負

担
金
三
万
一
千
円
、
小
学
校
費
百
二

十
八
万
七
千
円
．
中
学
校
費
百
三
十

　
一
万
三
千
円
、
社
会
教
育
費
七
千
円

保
健
体
育
費
六
万
五
千
円
）
。
▽
災

害
復
旧
費
四
十
四
万
円
（
稲
荷
川
西

谷
内
線
工
事
三
十
六
万
円
、
七
川

橋
復
旧
費
補
助
八
万
円
）
。
▽
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
の
補
正
は
、
第

二
回
目
で
総
額
十
万
五
千
円
の
追
加

▽
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
は
、
第

一
回
目
で
二
十
二
万
九
手
円
の
追
加

◇
人
事
関
係

　
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
は
、
去
る
六
月
、
阿
部
一
郎
委

員
の
逝
去
に
よ
り
一
名
欠
員
と
な
っ

て
い
た
が
、
九
月
三
十
日
が
任
期
な

蟹
難
、
襲
難
、
、
茗
、
索
道
設
置
に
っ
い
て
u

㎝
三
治
氏
（
山
崎
）
を
十
月
一
日
付

9
で
、
鈴
木
一
郎
氏
（
重
地
）
を
七
月

　
一
日
付
で
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
こ
と

に
つ
い
て
議
会
の
承
認
を
得
た
も
の

で
あ
る
。

◇
請
願
陳
情

　
前
回
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請

願
の
う
ち
、
桔
梗
原
幹
線
用
水
路
村

評
成
は
継
続
苺
他
は
採
択
．

｝
▽
璽
牧
畑
竈
合
志
異

羅
霧
灘
馨
難
剖
羅
馨

良
に
つ
い
て
“
採
択

▽
陳
情
者
　
鈴
冨
織
物
社
長
鈴
木
冨

次
他
六
名

労
働
力
確
保
に
つ
い
て
“
採
択

▽
請
願
者
　
通
り
山
区
長
上
原
正
夫

簡
易
水
道
に
つ
い
て
“
採
択

▽
請
願
者
　
中
里
村
農
業
協
同
組
合

長
、
上
原
国
一
、
農
業
倉
庫
及
び
附

帯
施
設
に
つ
い
て
助
成
n
採
択

▽
請
願
者
　
貝
野
地
区
共
同
養
鯉
組

合
代
表
南
雲
豊
蔵
、
貝
野
地
区
共
同

蕪
雛
熱
よ

う
す
】

の
改
選
で
あ
る
が

と
お
り
、
今
回
の
選
挙
か
ら
議
員
定

数
が
、
現
在
の
二
十
二
名
か
ら
四
名

減
少
し
て
十
八
名
に
な
る
。
う
つ
り

ゆ
く
社
会
情
勢
に
対
処
し
て
、
中
里

村
の
発
展
を
推
進
す
る
た
め
に
、
真

に
村
民
の
付
託
に
こ
た
え
て
く
れ
る

1　　村議会議員選挙

1投票日は10月28同
、

中
里
村
選
挙

管
理
委
員
会
は

＋
一
月
＋
九
日

現
議
員
の
任
期

が
満
了
と
な
る

た
め
、
き
た
る

＋
月
一
一
＋
八
日

に
村
議
会
議
員

一
般
選
挙
を
執

行
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

昭
和
三
＋
年

に
中
里
村
発
足

以
来
第
四
回
目

す
で
に
周
知
の

一りっぱ
な
議
員
を
正
し
く
選
び
た
い

も
の
で
あ
る
。
村
議
会
議
員
選
挙
の

日
程
は
、
十
月
二
十
一
日
告
示
と
同

時
に
、
立
候
補
届
出
の
受
付
開
始
、

二
十
四
日
が
立
候
補
届
出
の
最
終

日
、
二
十
八
日
投
票
日
と
な
っ
て
い

る
。

　
な
お
、
二
十
八
日
の
投
票
日
に
、

旅
行
や
仕
串
の
都
合
で
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
十
月
二

十
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
役
場
で

投
票
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
印
鑑
を
持
参
し
選
挙
管
運
委
員

会
に
申
し
出
て
も
ら
い
た
い
。

　
選
挙
人
名
簿
の
確
定
予
定
数
は
次

の
と
菊
り
。

　
男
一
一
四
六
〇
人

　
女
一
一
八
〇
一
人

■
合
計
五
二
六
一
人

行
政
相
談
の

む
し
ら
せ

　
全
国
行
政
相
談
週
間
に
あ
た
り
、

行
政
相
談
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
国
、
県
、
市
町
村
等
を

通
じ
て
の
、
各
種
行
政
全
般
に
つ
い

て
の
苦
情
、
意
見
、
要
望
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
気
軽
に
相
談
に
お
出
で

願
い
ま
す
。

◎
無
料
で
す
。

　
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
．

　
　
　
　
記
，

1
　
場
所
　
中
里
村
公
民
舘

2
　
日
時
　
十
月
二
十
日
　
午
後
一

　
　
チ
　
け

一
3
　
主
な
行
政
と
そ
の
相
談

　
市
町
村
行
政
全
般

民
“
、
困
り
ご
と
等

国
、
県
の
行
政
全
般

　
　
担
当
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　
中
里
村
役
楊
行
政
課
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統
制
小
作
料
の

　
　
　
　
　
　
　
　
改
訂
に
つ
い
て

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
新

聞
紙
上
等
に
報
道
さ
れ
て
お
り
、
皆

さ
ん
も
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
農
株
省
で
は
、
八
月
二
十
四
日

現
行
の
統
制
小
作
料
を
改
訂
し
、
新

し
い
統
制
小
作
料
を
九
月
一
日
か
ら

実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
小
作
料

の
最
高
額
を
定
め
ま
し
た
。

　
小
作
料
の
最
高
額
を
定
め
る
と
き

は
、
農
地
法
第
二
十
一
条
に
「
小
作

農
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
旨

と
し
、
省
令
で
定
め
る
基
準
に
基
き

農
地
ご
と
に
小
作
料
の
最
高
額
を
定

め
る
」
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
現
行

小
作
料
は
、
昭
和
三
十
年
に
決
定
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
に
お
け
る

　
D改定統制小作料（農地法施行規則別表第

［生産
条
件
、
価
格
条
件
の
変
化
に
か

ん
が
み
、
こ
の
際
小
作
料
の
基
準
額

を
現
時
点
の
条
件
の
も
と
で
算
定
し

　
（
表
参
照
）
こ
れ
に
よ
り
統
制
額
が

改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
小
作
料
基
準
の
算
定
に
あ

た
っ
て
は
、
十
ア
ー
ル
当
り
の
平
年

収
量
に
よ
る
粗
収
益
か
ら
、
生
産
費

自
家
労
働
報
酬
、
お
よ
び
企
業
刹
潤

を
差
し
引
い
た
額
を
地
代
と
み
な
す

収
益
計
算
方
式
に
よ
り
算
定
さ
れ
、

改
訂
額
は
、
現
行
統
制
額
の
田
は
四

　・

O
倍
、
畑
は
二
・
五
倍
と
な
り
、

算
出
基
準
は
、
次
に
掲
げ
た
通
り
で

あ
り
ま
す
。

　
又
農
地
法
第
二
十
一
条
に
は
「
基

一
準
が
変
史
さ
れ
た
と
き
は
、
従
前
の

基
準
に
対
す
る
比
率
に
応
じ
変
更
さ

れ
た
も
の
と
み
な
す
」
と
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
現
行
小
作
料
は
お
の
づ
か

ら
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
．
本
年

度
よ
り
の
小
侮
料
の
授
受
に
つ
い
て

は
、
昨
年
十
二
月
に
契
約
さ
れ
た
、

農
地
賃
貸
借
契
約
書
の
別
表
一
の
賃

貸
借
契
約
に
よ
る
士
地
そ
の
他
の
物

件
目
録
に
記
載
さ
れ
た
各
農
地
等
級

に
よ
り
、
改
定
後
の
十
ア
ー
ル
当
り

の
額
か
又
は
従
前
の
小
作
料
に
田
に

あ
っ
て
は
四
倍
、
畑
に
あ
っ
て
は
二

・
五
倍
を
乗
じ
て
得
た
額
が
改
正
小

作
料
の
最
高
額
と
な
り
ま
す
の
で
直

接
授
受
又
は
、
農
業
協
同
組
合
を
通

一
じ
妻
つ
か
、
各
人
の
契
約
内
容

に
基
す
い
て
授
受
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
尚
不
明
の
点
は
、
中
里
村
農
業
委

一隔

員
会
に
お
尋
ね
下
さ
ハ
。

一
　
　
　
　
　
　
（
農
業
委
昌
倉

田　の　部 畑　の　部

　　1農地10アール当りの額 農地10アール当りの額

等級 現　行　改　定 等級 現　行1改　定

級 円　　　円 級 円　　　円

1 1，422　5，688 1 868　2，170

2 1，361　5，444 2 829　2，073

3 1，301　5，204 3 789　1。973

4 1．240　4，960 4 750　1，875

5 1，18014，720 5 711　1，778

6 1，119…4，476 6 672　1，6ε0

7 1，059　4，236 7 632r，580　　；

8 99813，992 8 593・1，483

9 93813，752 9 554 1，385

A
》
　
　
監

－
　
　
　
　
　
i

877i3，508
　　817，3，？68

I　O

l　l

514　1，285

475　1，188

12 　　1756　3，024 12 436　1，090

13 696　2，784 13 3％　　　990

14 635　2，540 14 357　　　893

15 575　2，300 15 3181　795

改定基準額算定基礎
（10アール当り）改定基準額田

　388匂　i42年平年収量403ん9一標準偏差15匂
　　　　　1
36，349円　1285・2Z‘9　42年生産者米価1～5等による
　　　　　…
i2，814　　・102・8ノ‘g　42年生産者米価4等裸による

　　　　　ヨ2，258　　i41年生産費調査（全農家）を物価修正

51．421

4！年生産費調査（全農家）を物価修正

1米価方式（製造業5人以上規模）

米価万式（借入資本6・21％、自己資本5，6％）

14，926

24，932

2，593

2，030

　　　510

44，991

6，430　i（5）一⑳

1，800　i⑳×O・04
　　　　　　
4・630⑫一（靭
4・・9≒4倍i（改繧議）÷（齋藤器の1。7一ル当り）

　〔粗収益〕
（1）主産物収量

（2）主産物販売額
（3）主産物自家消費額

（4）副産物価額

（5）合　　　　計

　〔生産費用〕

（6）物財・雇用労彷費

（7）直接家族労イカ費

（8）間接家族労彷費

（9）資本利子
⑩租税公課
⑳合　　　　計

　
　
益
潤
益

翻
　
　
収

　
収
　
　
純

収　
　
　
　
　
地

純
〔
純
利
土

　
　
働
⑬
α紛

小作料引上げ倍率

　　　改定基準額　（10アール当り）
　　　　　セ
，，7，8円蝿羅灘藻辮灘鵜固差資
　　　　　1昭和4旧の齪資産税評価額産税

　　669隅行基準額6635の19アーノレ当り

2．66≠2．5f音　（1）　÷　（2）

畑

1）土地純収益

（2）現行基準額

（3）小作料引上げ倍率

八
・
二
八
水
害
義

掲
金
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
日
本
赤
十
字
社
申
里
分
区

　
八
月
二
十
八
自
新
潟
県
下
越
一
帯

を
お
そ
っ
た
集
中
濠
肉
は
多
数
の
死

傷
者
を
出
し
塚
屋
の
流
失
、
浸
水
等

そ
の
惨
状
誠
に
ご
同
情
に
た
え
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
日
赤
中
里
分
区

で
は
、
こ
の
災
害
地
の
皆
様
方
に
少

し
で
も
早
く
復
興
し
て
い
た
だ
こ
う
．

。
と
八
、
二
八
水
害
義
摺
金
募
金
を
実

．
施
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
万
の
温
い

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
総
額
十
四

万
二
千
五
百
六
十
七
円
と
い
う
金
額

に
な
り
、
日
赤
新
潟
県
支
部
を
通
じ

そ
れ
ぞ
れ
被
害
者
に
届
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
又
、
中
里
村
履
物
組
合
（
代
表
者

山
田
仁
介
）
よ
り
各
種
履
物
二
百
点
、

倉
俣
中
沢
泰
男
さ
ん
よ
り
衣
類
数
点

そ
れ
ぞ
れ
被
災
者
に
届
け
て
下
さ
い
た
し
ま
す
。

と
中
里
分
区
に
持
っ
て
ま
い
り
ま
し
…
　
な
お
、
募
金
内
訳
に
つ
い
て
は
次

た
。
分
区
で
は
さ
っ
そ
く
県
支
部
に
一
の
と
お
り
で
す
。

報
告
す
る
と
共
に
援
助
の
手
の
鑓
◎
各
幕
よ
り
の
募
金

て
い
る
蒙
照
会
し
て
登
＋
二
｝
刀
書
書

き
・
九
月
二
十
六
日
岩
船
郡
荒
川
町
㎜
◎
十
日
町
高
校
田
沢
分
校
生
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一
万
一
千
二
百
円

災
害
対
策
本
部
に
送
付
い
た
し
ま
し
一

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
◎
貝
野
宮
中
　
村
山
詔
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一
千
六
、
百
五
円

　
皆
様
方
の
巾
広
い
”
た
す
け
あ
い
一

精
神
”
と
温
い
ご
協
力
に
感
謝
し
、
｝
◎
田
沢
中
学
校
教
論
　
村
山
悦
夫

八
、
二
八
水
署
義
捕
金
の
報
告
と
い
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
円

飼
犬
の

野
放
し

に

や

め

よ

ベ
ノ
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山
を
廻

　
春
以
来
私
達
は
、
村
の
．
振
興
計
画

樹
立
の
資
料
を
集
め
る
た
め
に
村
内

各
所
に
足
を
運
び
、
実
際
の
地
形
を

こ
の
目
で
見
、
地
質
を
こ
の
手
で
確

か
め
て
い
る
。

　
合
日
は
、
田
代
地
区
二
回
目
の
踏

査
、
目
的
は
七
ッ
釜
上
流
一
帯
で
あ

る
。
一
行
四
人
は
朝
皐
く
田
代
部
落

の
区
長
さ
ん
の
案
内
で
踏
み
込
ん

だ
。
右
に
七
ッ
釜
の
滝
音
を
聞
き
な

が
ら
外
の
沢
に
そ
っ
て
登
る
。
山
は

な
か
な
か
深
い
。
林
相
、
傾
斜
等
を

見
な
が
ら
進
ん
だ
が
、
正
午
に
な
る

も
目
的
地
の
入
口
に
到
達
し
た
だ
け

で
、
目
的
地
の
中
心
ま
で
は
ま
だ
六

キ

ロ
麿
も
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
ど
う
し
た
．
も
の
か
と

一
同
協
議
の
末
、
時
間
的
に
無
理
が

あ
り
、
雷
．
雨
の
お
そ
れ
も
出
て
来
た

し
、
ま
だ
他
に
も
見
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
処
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
よ
り
奥

は
再
度
計
画
す
る
こ
と
に
し
て
昼
食

つ

て

を
と
る
。

　
八
キ
ロ
層
の
引
き
返
え
し
は
、
案
外

早
く
第
二
の
目
的
地
「
中
の
沢
」
に

一
入
っ
た
。
　
「
中
の
沢
」
は
「
外
の

沢
」
の
支
流
で
、
約
二
十
〃
層
の
と

こ
ろ
よ
り
二
条
の
滝
と
な
っ
て
玄
武

岩
の
岩
肌
を
伝
い
「
外
の
沢
」
に
注

い
で
い
る
。
そ
の
両
岸
の
岩
山
に
は

甲
桧
、
五
葉
松
が
風
雪
に
耐
え
て
生
育

し
て
い
る
。
沢
の
奥
に
通
す
る
道
は

滝
の
す
ぐ
わ
き
を
わ
す
か
に
足
の
爪

先
が
掛
か
る
位
に
岩
を
削
っ
て
あ
る

だ
け
で
、
製
炭
者
の
苦
労
は
さ
ぞ
や

と
思
わ
れ
る
。
合
流
点
よ
り
ニ
キ
。
麿

も
進
ん
だ
あ
た
り
で
誰
の
口
か
ら
と

も
な
く
感
嘆
の
声
が
も
れ
る
。
前
方

に
奇
岩
が
そ
び
え
、
そ
の
岩
は
川
低

か
ら
反
対
側
の
岸
ま
で
一
枚
に
連
な

り
、
川
底
に
は
小
石
一
つ
、
砂
一
粒

見
ら
れ
す
、
清
流
は
岩
を
噛
ん
で
白

く
泡
豆
ち
飛
沫
を
上
げ
な
が
ら
駆
け

下
る
。
そ
こ
に
杣
人
の
通
る
丸
太
橋写真　すばらしい中の沢の渓流

が
掛
け
て
あ
り
ま
さ
に
一
幅
の
山
水

画
を
見
る
思
い
が
す
る
。
早
速
一
枚

写
真
を
撮
っ
た
が
残
念
な
が
ら
地
形

が
あ
ま
り
に
も
変
化
し
て
い
る
た
め

に
こ
の
素
晴
し
ざ
の
全
て
は
一
枚
の

写
真
に
収
め
き
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ

か
ら
上
流
ニ
キ
。
齎
は
地
形
の
変
化
に

富
み
、
急
に
視
界
が
開
け
、
川
の
流

れ
は
ゆ
る
く
な
っ
た
か
と
思
え
ぱ
、

ま
た
両
岸
が
せ
ま
り
、
水
は
岩
を
噛

み
、
陽
光
は
う
っ
そ
う
と
繁
る
樹
木

に
遮
ぎ
ら
れ
、
わ
す
か
に
木
も
れ
陽

が
さ
し
て
い
る
。
一
同
只
「
素
晴
し

い
」
の
言
葉
以
外
に
無
い
。
　
「
中
の

沢
」
の
岩
組
は
、
七
ッ
釜
の
そ
れ
と

も
清
津
峡
の
そ
れ
と
も
異
っ
て
お

り
、
全
く
別
世
界
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
れ
程
の
と
こ
ろ
が
ど
う
し
て
世
に

知
ら
さ
れ
な
い
で
埋
れ
た
ま
ま
に
お

か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
天
然
記
念
物
指
定
一

　
　
「
七
ッ
釜
、
中
の
沢
、
清
津
峡
を

結
ぶ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
等
々

自
分
の
財
布
で
出
来
る
よ
う
な
錯
覚

て
「
七
ッ
釜
、
清
津
峡
と
併
せ
、
こ

こ
は
大
切
に
保
存
す
ぺ
き
と
こ
ろ
」

こ
れ
が
皆
一
様
の
感
情
で
あ
っ
に
。

　
輝
日
炎
天
の
下
を
汗
ま
み
れ
に
な

り
な
が
ら
の
地
形
調
査
で
は
あ
る
が

時
に
こ
の
よ
う
な
景
観
に
め
ぐ
り
逢

　
う
と
、
今
迄
の
山
歩
き
の
つ
か
れ
も

忘
れ
、
明
日
へ
の
力
が
湧
い
て
来
る
一

蒙
套
ち
峯
た
・

一
　
　
　
（
産
業
課
）

蕪
鐵
鰯
畿
．

　
　
（
通
り
山
）

・
◎
診
療
科
口
　
整
形
外
科
、

　
内
秒
、
皮
膚
科
、
眼
科
、

　
日
本
赤
十
字
社
中
里
分
区

康
で
た
の
し
い
毎
日
を
過
ご
ざ
れ
る
〔
そ
の
他
瞥
姦
そ
ろ
い
み
警
ま

ご
好
評
を
は
く
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
卿
◎
場
　
所
田
沢
中
学
校
寄
宿
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
い
ま
す
が
、
こ
の
度
も
前
回
と
同
じ

10

月
．
乃
日
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
く
移
岡
称
†
字
病
院
の
各
科
部
長
で

　
移
動
総
合
病
院
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
編
成
さ
れ
そ
の
科
目
も
、
耳
鼻
科
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
の
お
し
ら
せ
　
　
　
2
六
科
に
及
び
文
字
虎
お
り
、
疑
岡
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彰
擁
「
移
墾
癖
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
あ
り
ま
す
。

　
日
赤
中
塁
分
区
で
は
、
皆
様
が
健
　
　
日
亦
中
里
分
区
で
も
、
保
健
婦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
と
を
露
し
各
種
の
嚢
肇
一
方
の
受
診
に
万
全
を
期
し
て
お
待
ち

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
こ
裟
い
た
し
て
婁
す
の
轟
に
多

ぞ
謎
欝
誰
嚢
数
の
受
診
者
が
お
い
で
に
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
を
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

日
中
里
村
に
招
く
こ
と
に
な
り
ま
し
．
　
な
お
、
会
場
、
診
療
科
目
に
つ
い

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
移
動
病
院
は
、
三
年
前
に
も
◎
目
　
　
時
　
十
月
二
十
五
日

実
施
し
・
萎
ま
万
の
難
る
評
†
時
－
午
後
嚢
で

工『1：小

鼻児
料科

　　＜剣道少年団誕生＞

女生徒も元気に練習
　
　
　
　
　
　
　

ス
ボ
ー
ツ
に
よ
一

っ
て
心
身
を
鍛
練
、

し
、
健
康
で
明
朗
一

な
少
年
を
育
て
、

よ
き
杜
会
人
と
な
．

る
土
台
を
つ
く
ろ

う
と
、
田
沢
小
の

西
野
校
長
先
生

は
、
こ
の
ほ
ど
体

育
協
会
剣
道
部
の

協
力
を
得
て
、
剣

道
少
年
団
を
結
成

し
ま
し
た
。

　
団
員
は
、
小
学
校
五
、
六
年
と
中

学
生
の
中
か
ら
希
望
者
を
、
募
り
、
現

在
約
八
十
名
．
こ
の
う
ち
女
子
生
徒

も
三
十
名
近
く
入
会
し
て
わ
り
、
毎

週
二
回
（
取
曜
、
金
曜
）
午
後
六
時

か
ら
七
時
ま
で
の
一
時
間
づ
つ
、
小

学
校
体
育
舘
で
、
西
野
校
長
先
生
や

依
協
の
人
た
ち
の
指
導
で
剣
道
の
基

本
練
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

　
教
育
委
昌
会
で
は
青
少
年
と
村
民

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
は
か
る
た
め
、

田
沢
小
、
中
学
校
の
体
育
舘
を
凋
二

回
（
小
学
校
水
曜
、
金
曜
、
中
学
校

月
曜
、
木
曜
）
午
後
六
時
か
ら
九
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。

こ
の
剣
道
少
年
団
も
学
校
開
放
事
業

が
き
っ
か
け
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

す
が
、
広
く
村
民
の
み
な
さ
ん
も
大

い
に
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
し
み
．
体
力

づ
く
り
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

（
写
、
真
は
、
練
習
に
は
げ
む
剣
道
少

年
団
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
今
年
も
ト
ッ
プ
で
完
納

　
　
共
同
募
金
会
中
里
分
区

　
今
年
二
＋
一
年
を
迎
え
た
赤
い
羽

根
共
同
募
金
は
、
県
共
同
募
金
会
の

割
当
（
中
里
村
目
標
．
額
）
二
十
一
万

八
千
二
百
二
十
円
に
対
し
二
十
七
万

五
百
五
十
九
円
（
目
．
標
額
に
対
し
百

二
十
四
バ
ー
セ
ン
ト
）
と
い
う
多
．
額

の
募
金
．
額
と
な
り
、
さ
っ
そ
く
十
月

六
日
郡
共
同
募
金
会
に
委
託
い
た
し

ま
し
た
。
　
（
そ
の
内
二
十
三
刀
八
千

三
百
七
＋
円
は
九
月
十
九
日
郡
に
委

託
済
）

　
こ
れ
ら
の
募
金
は
県
広
域
に
設
置

さ
れ
て
い
る
民
間
社
会
福
祉
団
体
の

活
動
費
（
郡
内
で
は
土
市
の
老
人
ホ

ー
ム
）
調
査
費
、
研
究
費
等
に
使
用

さ
れ
る
外
、
中
里
村
身
体
障
害
者
、
福

祉
、
母
子
福
祉
．
長
期
療
養
患
者
の

騨、

舞
、
各
部
落
遊
具
設
置
等
巾
広
い

地
域
福
祉
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま

す
。
叉
、
中
皿
村
の
配
分
方
法
に
、

つ
き
ま
し
て
は
、
県
共
同
募
金
会
よ

り
配
分
を
受
け
た
金
額
と
各
受
配
団

．
体
．
他
域
福
祉
の
必
．
要
額
と
を
照
し

合
わ
せ
有
効
適
切
に
配
分
す
る
計
画

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆

様
万
の
温
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
十
月
一
日
よ
り
一
ヵ
月
間
田

代
屋
前
、
和
泉
屋
前
の
バ
ス
待
合

所
、
越
後
田
沢
駅
に
無
人
箱
を
設
置

し
広
く
共
同
募
金
の
趣
旨
を
ご
理
解

頂
く
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

読
書
の
秋

　
　
公
民
舘
図
書
の
利
用
を

　
十
月
二
＋
七
目
か
ら
十
一
月
九
日

ま
で
の
二
週
間
は
読
轡
週
間
で
す
。

　
公
民
舘
で
も
本
の
貸
し
出
し
を
行

　
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
多
く

の
本
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

翁
願
い
し
ま
す
。

　
◎
貸
出
時
間
は
午
前
九
時
よ
り
午
後

　五

時
ま
げ
．
＼
但
し
祭
日
、
日
曜
日
は

休
舘
。

　
◎
貸
出
期
閻
、
一
週
間
以
内
。

　
◎
一
回
二
冊
以
内
の
こ
と
。

　
◎
自
分
の
図
轡
力
ー
ド
に
、
借
り
る

　
本
の
題
名
を
必
す
記
入
す
る
事
。

　
※
倉
俣
、
貝
野
支
所
に
も
図
書
が
置

　
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い


